
 

 

平成２６年４月１５日 

 

外食等におけるアレルゲン情報の提供の在り方検討会について 

 

１．趣旨 

食物アレルギーは、特定のアレルゲンを摂取することでアレルギー症状が起こり、

場合によっては、アナフィラキシーショックにより命に関わることもあり、アレル

ゲン情報が適切に提供されることが望まれます。 

このため、外食等におけるアレルゲン情報の提供促進を図っていく観点から、消

費者庁長官のもと「外食等におけるアレルゲン情報の提供の在り方検討会」を開催

し、アレルギー患者等から外食事業者への要望、外食等事業者の取組状況や課題を

踏まえ、アレルギー患者等にとって必要な情報提供の内容及びその提供方法並びに

事業者にとって実行可能性のあるアレルゲン情報の提供促進のための方策につい

て、幅広く検討することとします。 

 

２．委員 

別紙のとおり 

 

３．検討項目 

アレルゲン情報に係る次の事項 

（１）必要な情報提供の内容 

（２）必要な情報提供の方法 

（３）その情報提供促進のための方策 

（４）その他 

 

４．スケジュール及び進め方 

アレルギー患者等から外食等に求める情報の内容を聴取するとともに、外食等事

業者の取組状況や課題を聴取し、事業者にとって実行可能性のある、外食等におけ

るアレルゲン情報の提供促進のための方策について検討を進め、平成 26 年末を目

途に中間整理を行うこととします。 

 

第１回検討会 平成２６年４月２１日（月） １５：００～１７：００ 

  山王パークタワー ６階 消費者委員会 大会議室 
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